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国
連
の
「
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」
は
、

先
ご
ろ
温
暖
化
対
策
の
遅
れ
に
つ

い
て
警
告
し
た
が
、
わ
が
国
の
遅

れ
は
深
刻
だ
。
２
０
３
０
年
ま
で

の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
量
目
標

が
１
９
９
０
年
度
比
で
約
３
％
の

増
加
の
ま
ま
で
あ
る
。
今
ま
で
消

極
的
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
中
国
も

排
出
削
減
対
策
の
具
体
的
数
字
を

出
し
て
き
て
い
る
。
政
府
の
温
暖

化
対
策
の
切
り
札
に
原
発
を
挙
げ

て
い
る
の
も
、
多
く
の
国
民
が
推

進
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
も
矛
盾

し
て
い
る
。
し
か
も
政
府
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
が
２
０
２
７
年
の
開
業
を

目
指
す
新
幹
線
の
倍
以
上
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
カ
ー
の
推
進
に
も
熱
心
で
原
発

推
進
を
後
押
し
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
人
も
多
い
。

地
球
温
暖
化
の
リ
ス
ク
を
考
え

た
ら
低
炭
素
社
会
に
向
け
て
大
き

く
舵
を
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

最
近
の
気
候
を
見
て
も
、
猛
暑
日

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

夏
の
気
温
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
昨
シ
ー

ズ
ン
の
大
雪
な
ど
温
暖
化
の
影
響

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
気
象
が
続

い
て
い
る
し
、
今
年
の
デ
ン
グ
熱

騒
ぎ
も
記
憶
に
新
し
い
。

日
本
と
同
じ
よ
う
な
輸
出
大
国

の
ド
イ
ツ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
比
率
が
今
年
上
半
期
で
２

８
．
５
％
に
な
り
、
原
発
の
１
５
．

４
％
を
大
き
く
う
上
回
っ
て
い
る
。

日
本
は
、
地
熱
発
電
な
ど
省
エ
ネ

の
技
術
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

な
の
で
、
技
術
的
に
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
に
な
れ
る
こ

と
は
可
能
だ
。
世
界
と
競
争
す
る

の
は
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
で
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

少しでも 労働条件の改善に役立てて

いきたいと思います。

沖電気の職場を明るくする会ホーム

ページからでもできます。

ポ
イ
ン
セ
チ
ア

花言葉：聖なる願い
沖電気の職場を明るくする会 検索

クリ
ック

ホームページ

純
利
益
過
去
１
９
年
で

最
高

処
遇
改
善
を

２
０
１
４
年
重
大
ニ
ュ
ー
ス

あ
ん
な
こ
と
！
こ
ん
な
事

◇賃金カット分戻る！

６年ぶりの賃上げ２０００円
１００億円超の為替差益もあり、企業利益

が改善。２００２年の６％の賃金カット分な

どがやっと清算されました。グレード２で約

２５万円。 退職金ポイントに加算されます

が、職場では「現金で貰いたかった」の声が。

対象者には特別報奨金（半期分１万円

から５万円）も支給されました。

◇取締役約員の報酬

平均３７８０万円

今年の役員報酬は１４

６６万円増加し平均38

％アップで過去最高と

なりました。

◇８年ぶりに株主配当

一株あたり３円

配当総額３１．８億円

（優先株+普通株）

一時期５０円台まで下がっ

たＯＫＩの株は現在約２５

０円前後まで上がりました。

◇格差の拡大がすすむ！

ＯＫＩグループ関連企業間の格差が

拡大。ＯＫＩ本体の基本賃金３２万７

０００円。ＯＫＩメタルテック２０万

２２００円。

製造現場では正社員から非正規社員

への 置き換えが進み、本庄工場では

非正規社員が６割となり、正社員を上

回っています。正規と非正規の賃金や

処遇等の格差も拡大しています。

◇ＯＫＩグループで初！

未来技術遺産に登録

１９７６年５月発売の「Ｏ

ＫＩＦＡＸ７１００」。高

速化と低価格を実現した世

界初の感熱記録方式デジタ

ルファクシミリ。日本の科

学技術に大きく寄与したと

して２０１４年度未来遺産

に登録されました。

◇裁量労働制

（ＨＯＰ）が減少

運用見直しで適用

者が０９年の４８

％から２０％に減

少。

◇
◆
◇

原
発
事
故
３
年
目
福
島
訪
問
記

復
興
遅
れ
る
福
島

原
発
事
故
か
ら
３
年
目
の
福

島
に
で
か
け
た
。

１
日
目
は
、
福
島
県
労
連
の

議
長
・
斉
藤
さ
ん
に
、
放
射
能

の
特
異
性
と
被
害
の
甚
大
さ
、

東
電
の
県
民
に
対
す
る
理
不
尽

さ
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

２
日
目
は
ガ
イ
ド
の
案
内
で

避
難
地
域
に
向
か
っ
た
。
２
０

キ
ロ
圏
内
に
入
る
と
、
田
圃
は

放
置
さ
れ
雑
草
が
伸
び
放
題
だ
っ

た
。
浪
江
町
に
は
バ
リ
ケ
ー
ド

が
置
か
れ
、
中
に
入
る
に
は
自

治
体
の
許
可
証
が
必
要
だ
っ
た
。

道
の
周
り
に
は
地
震
で
崩
れ
た

家
並
み
、
津
波
で
流
さ
れ
た
漁

船
や
乗
用
車
な
ど
が
放
置
さ
れ

て
い
た
。

請
戸
地
区
の
小
学
校
が
当
時

の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
お
り
、
構

内
の
時
計
は
津
波
の
あ
っ
た
３

時
４
０
分
で
止
ま
っ
て
い
た
。

児
童
は
全
員
無
事
だ
っ
た
が
車

で
避
難
し
た
人
は
渋
滞
で
多
く

の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
。

ま
だ
故
郷
へ
戻
れ
な
い
１
２

万
人
を
越
え
る
避
難
者
、
事
故

原
因
も
不
明
の
ま
ま
再
稼
働
に

向
か
う
原
発
。
こ
の
国
は
こ
れ

か
ら
ど
の
方
向
に
進
ん
で
い
く

の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
福
島

へ
の
旅
だ
っ
た
。

（
北
）

あ
す
な
ろ
募
金

の
お
願
い

い
つ
も
ご
購
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
１
９
８
６
年
８

月
に
創
刊
し
た
「
あ
す
な
ろ
」

は
「
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

願
っ
て
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇ＯＫＩグループでの

労組加入率 過去最低

正社員の中の組合組織率が２００１年

には６１％でしたが、２０１４年には

約４０％となりました。組合調査で

「困った時に沖労組に相談する」は５．

４％となり影響力低下が顕著に。非正

規社員の労組化が急務になっています。

◇在職死亡再び、増加

40歳前後の働き盛りの社員が、

７～１０月の４ヵ月の間に５名

が在職死亡しました。

業務との関連性が懸念されます。

２
７
４
億
円

流されてきた船が今も放置されている



　　　　　　　◆派遣社員の労働条件 （例）
１９９６年 日勤の時給１３５０円～ 　夜勤（シフト勤務）の時給１６５０円～

皆勤手当10000円　　 　交通費支給 （派遣会社：ダイテック）

２０１３年 日勤の時給１１２０円～ 　深夜手当１４００円～
皆勤手当、交通費の支給なし（派遣会社：ＯＫＩプロサーブ）

(２０１３年度）

中学校の教員　１週間の仕事時間
ＯＥＣＤ　３４カ国平均 ３８．３時間

　　　　　日本 ５３．９時間
(２０１１年度）
ＧＤＰに占める教育の公的支出割合

ＯＥＣＤ　３２カ国の平均 5.6%
　　　　　日本 3.8%
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せ
つ
な
い
！

一
時
金
ゼ
ロ

正
社
員
は
年
間
１
４
７
万
円

【
派
遣
社
員
】

「
年
２
回
の
賞
与
（
一
時
金
）

の
時
期
に
正
社
員
が
金
額
に
つ
い

て
笑
顔
で
雑
談
し
て
い
る
場
に
居

合
わ
す
こ
と
が
苦
痛
で
す
。
正
社

員
や
契
約
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
、
派
遣
社
員
だ
け
賞

与
が
な
い
と
い
う
差
別
を
受
け
て

い
る
の
は
つ
ら
く
、
寂
し
い
」
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
１
２
月
１

０
日
が
年
末
の
支
給
日
で
す
が
、

製
造
現
場
の
主
力
で
あ
る
派
遣
社

員
の
人
権
を
守
る
た
め
に
も
均
等

待
遇
が
望
ま
れ
ま
す
。

安
倍
総
理
は
政
労
使
会
議
で
、

経
営
側
に
賃
上
げ
の
要
請
を
し
て

い
ま
す
が
、
派
遣
社
員
は
蚊
帳
の

外
で
す
。
日
本
経
済
の
再
建
の
た

め
に
非
正
規
社
員
と
子
育
て
世
代

の
処
遇
改
善
の
必
要
性
に
異
議
を

唱
え
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
実
効
あ

る
施
策
は
急
務
で
す
。

富
岡
工
場
の
歴
史
を

知
る
機
会
に

【
富
岡
・
群
馬
】

富
岡
工
場
創
立
五
十
周
年
の
記

念
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
４
色
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
、
名
札
ケ
ー
ス
を

事
前
に
選
択
し
て
、
申
し
込
ん
だ

も
の
で
す
。
富
岡
工
場
五
十
周
年

の
横
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
岡
工
場
は
、
高
崎
工
場
建
設

に
向
か
わ
せ
た
実
績
の
あ
る
工
場

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
機
器
の
基

礎
と
な
る
「
ペ
ー
ジ
式
印
刷
電
信

機
」
を
作
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入

出
力
装
置
の
開
発
も
手
が
け
情
報

処
理
技
術
を
支
え
て
い
た
事
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

（
「
沖
電
気
一
○
○
年
の
あ
ゆ
み
」

よ
り
）
今
回
は
、
派
遣
の
方
に
も

配
ら
れ
て
、
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま

す
。

ド
ア
の
小
窓

【
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

蕨
】

少
し
前
の
話
で
す
が
、
８
月
の

夏
季
休
暇
明
け
の
出
勤
で
蕨
フ
ロ

ア
の
従
業
員
が
通
る
可
能
性
の
あ

る
ほ
ぼ
全
て
の
ド
ア
に
小
窓
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
自
分
が
知
る

限
り
、
蕨
以
外
の
職
場
で
こ
の
よ

う
な
向
こ
う
が
一
切
見
え
な
い
ド

ア
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
窓
設
置
前
は
ド
ア
を
開
け
た

と
こ
ろ
危
う
く
向
こ
う
の
人
に
当

た
り
そ
う
な
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。
多
分
実
際
に
ド
ア
を
あ

け
た
際
に
向
こ
う
の
人
と
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

今
回
の
小
窓
設
置
の
工
事
に
踏
み

切
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
窓
に

よ
り
か
な
り
安
全
性
が
向
上
し
た

と
思
い
ま
す
。

一
斉
定
時
退
場
日
は

ど
こ
へ
い
っ
た
の
？

【
本
庄
・
埼
玉
】

会
社
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
生
産

カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
は
週
一
の
定
時

退
場
日
に
印
が
つ
い
て
い
ま
す
。

本
庄
の
場
合
は
毎
週
金
曜
日
で
す
。

し
か
し
、
最
近
は
一
斉
定
退
日
で

も
残
業
を
し
て
い
る
職
場
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
労
使
協
定
で
は

申
請
を
出
さ
な
い
と
残
業
を
し
て

は
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、
「
振

替
で
他
の
曜
日
が
定
退
日
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
声
も

聞
き
ま
し
た
。
他
の
地
区
で
は
振

替
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
。

職
場
で
は
「
せ
め
て
１
週
間
に
一

日
く
ら
い
は
定
時
で
帰
り
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

懲
り
な
い
談
合
体
質

Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
立
ち
入
り
検
査

１
１
月
１
８
日
、
公
正
取
引
委

員
会
は
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
整
備
工
事
の
入
札
で
談
合
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る

と
し
て
、
沖
電
気
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
，
日

立
国
際
電
気
、
日
本
無
線
、
富
士

通
ゼ
ネ
ラ
ル
の
５
社
を
立
ち
入
り

検
査
し
た
。
＝
独
占
禁
止
法
違
反

（
不
当
な
取
引
制
限
）
の
疑
い
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
２
０
０
０
年
に
も
、

旧
湯
布
院
町
（
現
由
布
市
）
の
防

災
無
線
工
事
の
入
札
に
関
し
て
談

合
が
あ
っ
た
と
市
民
に
訴
え
ら
れ

た
事
件
が
あ
っ
た
。
最
高
裁
ま
で

争
い
が
続
き
、
０
９
年
１
１
月
２

０
日
に
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
約
１
２
８
０
万

円
支
払
う
こ
と
で
判
決
は
確
定
。

法
令
順
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
）
重
視
の
経
営
を
謳
い
な
が
ら

過
ち
の
繰
り
返
し
は
残
念
だ
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

沖電気を考える 【 第８２回 】

ＯＫＩ本庄地区（通信システム＆ＥＭＳ）

派遣社員が６割を超える

正社員数、派遣社員数（２０１４年７月）は当会調べ。その他の社員

（契約社員など）は含まれていない。０９年はリーマンショックの影響

非
正
規
社
員
の
犠
牲
で

利
益
を
上
げ
る
施
策

本
庄
工
場
は
リ
ス
ト
ラ
と
分
社

化
で
正
社
員
は
激
減
。
２
０
１
４

年
に
は
正
規
社
員
を
上
回
る
派
遣

社
員
が
生
産
の
主
力
に
な
っ
た
。

正
社
員
の
６
割
程
度
の
賃
金
で

夜
間
勤
務
な
ど
生
活
を
犠
牲
に
し

て
生
産
を
支
え
て
い
る
の
は
非
正

規
社
員
だ
。
労
働
条
件
な
ど
正
社

員
と
の
格
差
拡
大
で
、
雇
用
不
安

の
う
え
、
生
活
不
安
が
拡
大
し
て
”

や
る
気
”
を
も
奪
っ
て
い
る
。
出

勤
率
や
定
着
率
も
悪
化
。

「
使
い
捨
て
非
正
規
雇
用
」
施

策
も
限
界
。
企
業
発
展
の
た
め
に

も
見
直
し
が
必
要
な
時
期
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力
開
発
機
構
）
調
査

日
本
の
教
育

教
員
は
多
忙

最
長
の
仕
事
時
間

教
育
の
公
的
支
出

５
年
連
続

最
下
位

比
較
可
能
な
参
加
国
で
日
本

の
教
員
（
中
学
校
）
は
勤
務
時

間
や
授
業
外
の
活
動
時
間
が
世

界
的
の
見
て
、
格
段
に
長
く
、

多
忙
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に

占
め
る
公
的
支
出
は
少
な
い
。

特
に
大
学
教
育
は
家
計
収
入
が

伸
び
な
い
中
、
異
常
な
高
学
費

で
、
学
生
の
半
数
が
有
償
の
奨

学
金
を
借
り
て
い
る
が
、
卒
業

後
の
雇
用
と
収
入
不
安
で
「
我

慢
」
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。

●
大
企
業
に
は
復
興
特
別
法

人
税
な
ど
減
税
。
内
部
留
保
金

は
前
年
比
１
５
兆
円
増
の
２
８

５
兆
円
に

●
物
価
上
昇
で
実
質
賃
金

１
６
カ
月
連
続
減
（
前
年
比
）

民
間
の
年
間
給
与
、
ピ
ー
ク
時

か
ら
５
３
万
７
０
０
０
円
減
の

４
１
３
万
６
０
０
０
円

●
不
安
定
雇
用
・
低
賃
金
の

非
正
規
社
員
増
加
、
過
去
最
高

の
３
７
％

●
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の

貧
困
層
安
倍
政
権
発
足
１
年
で

３
０
万
人
増
の
１
１
０
０
万
人

●
心
の
病

労
災
申
請
、
過

去
最
多
の
１
４
０
９
件

「
過
労
死
等
防
止
法

」
制
定

●
国
民
が
反
対
し
て
い
る
政

策
を
強
行
突
破
す
る
安
倍
政
権

＝
集
団
的
自
衛
権
、
秘
密
保
護

法
、
消
費
税
の
大
増
税
、
原
発

の
再
稼
働
、
沖
縄
の
新
基
地
建

設
、
カ
ジ
ノ
法
案
・
・
・

●
子
ど
も
の
貧
困
、
過
去
最
悪

の
１
６
．
３
％

●
正
社
員
か
ら
非
正
規
雇
用
に

置
き
換
え
を
加
速
さ
せ
る
労
働

者
派
遣
法
の
大
改
悪
の
策
動

●
株
価
維
持
の
た
め
に
年
金
資

金
の
流
用
計
画

●
軍
事
費
拡
大
、
過
去
最
大
の

５
兆
５
４
５
億
円
の
概
算
要
求

●
円
安
施
策
で
も
輸
出
低
迷
で
、

経
常
赤
字
、
半
期
（
Ⅰ
〜
６
月
）

過
去
最
大
の
５
０
７
５
億
円

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

安
心
し
て
働
き

生
活
で
き
る
明
日
に
な
る
の
？

●
過
去
最
大
・
過
去
最
悪
の
数
字
が
踊
る
現
実


